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令和４年３月17日会議概要

第１ 日時

令和４年３月17日（木）午前10時00分から午前11時50分までの間

第２ 出席者

森委員長、平林委員、長谷委員、森田委員、増田委員

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、京都市警察部長、警察学校長、情報通信部長等

《書記 公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》

第３ 議事の概要

１ 議題

(1) 令和３年中の広聴事案について

総務部長から、令和３年中の広聴事案の受理件数、苦情概要及び苦情の特徴等について

報告があった。

委員から 「前年に比べ、苦情が減少し、感謝・激励が増加したことは喜ばしい 」旨の、 。

発言があった。

(2) 令和３年度会計監査の実施結果について

総務部長から、令和３年度の京都府警察の全所属を対象として実施した会計監査の結果

等について報告があった。

委員から 「指摘事項は、例年と比べて同じような内容か 」旨の質問があり、総務部長、 。

から 捜査費の不適正執行や金庫 保管庫等の鍵の不適正管理はないが 契約手続上の不、「 、 、

備や簿冊の不備等は、前年も指摘している 」旨の回答があった。。

(3) 損害賠償請求妨害防止命令の実施について

刑事部長から、令和４年３月17日、指定暴力団神戸山口組組長等に対する損害賠償請求

妨害防止命令に係る意見聴取を実施予定であったが、不出頭であったことから、翌18日、

同人等に同命令を発出することについて説明があり、審議の上、決定した。

(4) 初任科第 260期（短期課程）卒業式の実施について

警察学校長から、令和４年３月29日、京都府警察学校において実施される初任科第 260

期卒業式の実施概要、参加者、入校中の教養状況等について報告があった。

(5) 追加報告

ア 京都府迷惑行為等防止条例違反（盗撮）等被疑事件の検挙について

生活安全部長から、人身安全対策課及び北警察署は、経営する学習塾のトイレに小型

カメラを設置し、女子中学生を盗撮したとして、令和４年３月10日、元塾経営者の男を

京都府迷惑行為等防止条例違反（盗撮）及び児童買春・児童ポルノ禁止法違反（製造）

被疑事件で検挙したことについて報告があった。

イ 京都府迷惑行為等防止条例違反（盗撮）等被疑者の再逮捕について



- 2 -

生活安全部長から、令和４年２月28日に京都府迷惑行為等防止条例違反（盗撮）等被

疑事件の被疑者として検挙した医師の男について、同年３月10日、小学生の女児ら３人

を盗撮したとする京都府迷惑行為等防止条例違反（盗撮）及び児童買春・児童ポルノ禁

止法違反（製造）被疑事件で、再逮捕したことについて報告があった。

ウ 私電磁的記録不正作出・同供用被疑事件の検挙について

生活安全部長から、サイバー犯罪対策課及び木津警察署は、スマートフォンの電話番

号を利用した本人確認のための手続き「ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）認証」

を悪用し、アカウントを不正に取得したとして、令和４年３月11日、男子高校生を私電

磁的記録不正作出・同供用被疑事件で検挙したことについて報告があった。

エ 職員のコロナ感染状況について

警務部長から、前回報告以降の京都府警察職員のコロナ感染状況について報告があっ

た。

オ 博士号（工学）を取得した科学捜査研究所専門研究員の警察庁長官賞詞受賞について

刑事部長から、法科学における画像解析技術の高度化に関する研究により、令和２年

９月25日に博士号（工学）を取得した科学捜査研究所専門研究員が、警察庁長官賞詞を

受賞したことについて報告があった。

委員から 「受賞は非常に喜ばしい。引き続き、研鑽されたい 」旨の発言があった。、 。

(6) 本部長総括

、「 、 、 。本部長から 人事異動により 本メンバーによる定例会議は 本日が最後となります

次回から新メンバーとなるので、引き続きご指導願います 」旨の発言があった。。

２ 個別報告

当面の行事予定等について

公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告が

あった。

３ 個別決裁

(1) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について（１件）

留置管理課長から、公文書部分公開決定処分を受けた者（１件１人）から、原処分を不

服として審査請求がなされたことに伴い、裁決案について説明があり、審議の上、原処分

を取り消し、一部公開することを決定した。

(2) 公安委員会宛て苦情等申出について（受理２件）

公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、受理２件の報

告があり、処理方針を決定した。

４ 聴聞

運転免許関係行政処分について

交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取

の結果について説明があり、11件の行政処分を審議した。


